
中学校全員給食に向けての整備方針とスケジュールの確定について 

１．内容 

中学校給食を食缶方式の全員給食で行うため、令和４年１２月に「今後の中学校給食に関する方針」を策定し、

必要な検証を行いながら着実に取り組みを進めていくこととしておりました。検証すべき残された課題である、調

理場の整備について、今年度において枚方市中学校給食調理場PFI導入可能性調査委託により検証し、その結

果を踏まえて、調理場の整備手法やスケジュールについて令和５年１１月の教育委員会協議会や教育子育て委

員協議会等において報告してきたところです。 

また、第一学校給食共同調理場の改修期間中は給食の外部発注による対応を想定しておりましたが、昨今の

経済動向や社会情勢などを理由に民間事業者から受注できない旨の回答を得ており、改修工事期間中に中学

校給食の提供を停止することができないと判断したため第一学校給食共同調理場の改修スケジュールは新たな

調理場の整備後に行うものとします。 

これらの内容について、「今後の中学校給食に関する方針」においては可能性調査結果により事業手法やスケ

ジュールの修正が必要となることを示していたことをから、今後、食缶方式での中学校全員給食実施を進めるに

あたっての、施設整備手法及びスケジュール等の方針を確定するものです。 

 

２．施設整備手法の方針確定までの経緯について 

 

時期 取組内容 説明 

令和３年度 

１１月から３月 
枚方市中学校給食あり方懇話会開催 

有識者・PTA・小中学校の校長・栄養教諭

から、今後の中学校給食や生徒にとって望

ましい給食のあり方への意見聴取 

令和４年度 

７月 
児童・生徒・保護者へのアンケート調査 

「中学校給食に関するアンケート調査」に

おいて、現在の給食の課題や望ましい学校

給食などについて意見聴取 

８月 
「今後の中学校給食に関する方針(素案)」

作成 

懇話会やアンケート調査の意見等を踏まえ

方針(素案)を作成 

【教育子育て委員協議会にて報告】 

９月 パブリックコメント実施 

本市に在住・在職・在学の人や市内で活

動している個人・団体・事業者を対象に、

「今後の中学校給食に関する方針(素

案)」における意見聴取 

10 月 
「今後の中学校給食に関する方針(案)」 

作成 

方針(素案)」におけるパブリックコメントの

意見等を踏まえ、方針を策定 

【教育委員会にて報告】 

11 月 
「今後の中学校給食に関する方針(案)」の 

報告 
【教育子育て委員協議会にて報告】 

１２月 

「今後の中学校給食に関する方針」策定 【教育委員会にて議決】 

１２月補正予算計上：可能性調査委託料 

方針の中学校全員給食に向けた実施手法

が有効であるか等を検証する調査委託 

【１２月議会にて議決】 

3 月 可能性調査委託を契約 【教育委員会にて報告】 



令和５年度 

１０月 

 

 

11 月 

可能性調査委託の結果報告 

方針の手法は有効との結果 

【教育委員会にて報告】 

【庁内委員会にて報告】 

【都市経営会議にて報告】 

【教育子育て委員協議会にて報告】 

 

 

３．「今後の中学校給食に関する方針」と可能性調査委託の結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．全員給食における施設整備方針について 

・第一学校給食共同調理場 中学校エリア 食缶方式対応のため改修 (6,000食/日) 

       【整備手法】市発注方式 

    ・新給食センターの建築 (6,000 食/日) 

       第三学校給食共同調理場を解体のうえ建替え 

       【整備手法】PFI 方式(BTO) 

 

 

第一学校給食共同調理場の一部改修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学校エリアを食缶方式へ改修 

→全員給食の食数を確保 

＜ 今後の中学校給食に関する方針 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能性調査では、「今後の中学校給食に関する方針」が示す 

「PPP/PFI 手法での新給食センターの整備」及び「第一学校給食共同調理場の中学校

エリア改修」による施設整備手法は「有効」との結果となった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな給食センターの整備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公民連携によるPPP/PFI手法

の導入を優先的に検討 

   →施設整備費の平準化 

→給食提供の継続性の担保 

食缶方式 ・ 全員給食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能性調査委託の実施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「今後の中学校給食に関する方針」が示す 

施設整備手法等の有効性を検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果  

 

 

 

 

 

 

 



 

５．スケジュール 

「今後の中学校給食に関する方針」で示したスケジュールに関して、①PFI 事業による新たな調理場整備におけ

るアドバイザリー委託期間の延長②第一学校給食共同調理場の改修スケジュールの変更により全員給食の開始

は、令和１０年度とする。 

但し、第一学校給食共同調理場の改修中の民間調理場活用における検討の最終期限を令和６年６月とし、活

用が可能な場合は、新給食センターの整備と第一学校給食共同調理場の改修を並行して行い、令和９年２学期

の開始に変更を行う場合がある。 

 


